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「にいがた市民大学」運営委員会 会議概要 

令和 5 年度第 2回「にいがた市民大学」運営委員会 

開 催 日 時 令和 5 年 8 月 2日（水） 午後 2時 00 分～午後 4 時 00 分 

会 場 新潟市生涯学習センター 405 講座室 

出 席 者 

委 員：追手学長、富永委員、中村（恵）委員、中村（美）委員 

野内委員、橋本委員、山田委員  計 7名 

事務局：生涯学習センター所長、所長補佐、センター職員 2 名 
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1 開会 

 

2 学長挨拶 

 

3 協議事項 

(1) 令和 6 年度 市民提案講座について【非公開】 

 

(2) 令和 6 年度 大学コンソーシアム連携講座について 

 ◎資料 5 に基づき、事務局から令和 6年度大学コンソーシアム連携講座案に

ついて説明を行いました。 

【主な質問・要望等】 

・テーマとして子ども、こころ、ジェンダーが盛り込まれているが、人種

や文化等の様々な切り口の多様性も盛り込んでほしい。 

 

 ◎委員意見をコンソーシアム連携講座幹事校に伝え、検討を依頼することと

しました。 

 

(3) 令和 6 年度 前期講座プログラムの作成について 

（開設講座体系について） 

◎資料 6に基づき、事務局から令和 6 年度にいがた市民大学の開設講座体系

案について説明しました。 

【主な質問・要望等】 

  ・講座の実施方法について、ハイブリッド講座が全面的に取り入れられた

ことは前進だと思う。 

 

（前期講座プログラム案について） 

◎資料 7に基づき、各委員から講座プログラム案を説明していただき、意見

交換を行い、講座案の絞り込みを行いました。 

【主な質問・要望等】 
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・「マンガ・アニメ文化と新潟」は、20代や 30 代の新たな世代の掘り起こ

しにつながると思う。参加しやすいようにオンライン受講とすることが

望ましい。 

・後期講座に繋がる講座として、「日本酒」の講座が良いのではないか。 

・「日本酒」の講座は、日本酒だけでなく、切り口を広げてもいいのではな

いか。 

・「日本酒」の講座は、作るというところだけでなく、いかに知ってもらう

か、広めていくかというところも入れてはどうか。 

・「グローバル化する独裁」について、世界で何が起こっているのかを正し

く知るということは非常に大事なことだと思う。 

・AI に関する講座は、6 年度末ではなく 5 年度の特別講座として実施した

方が良いと思う。 

・「みんなの健康スポーツ実践講座」について、特別講座として実施しては

どうか。 

・「イザベラ・バード」について、前年度に続けて実施することで広がりを

見せると思う。今年度の特別講座として実施してはどうか。 

・「金融リテラシー」について、アカデミックな内容とすることに工夫が必

要だが、ニーズは世代を問わずに高いと思う。 

・子ども向け講座について、話を聞くだけというのは難しいので、ワーク

ショップのような作業が入るといい。 

・子ども向け講座について、作る体験で終わるのではなく、学びを取り入

れてほしい。 

 

◎協議の結果、下記の講座を実施することとしました。 

・8～10 回の講座 

「もっと知りたい！新潟の『酒』」と「日本酒学 Part2」の 2 案を統合し

て 1 案を再検討。 

・5～6 回の講座 

①「コロナ禍は世界をどう変えたのか？」または「グローバル化する独

裁」の 2案を基に 1 講座を再検討。 

②「マンガ・アニメ文化と新潟」 

・子ども向け講座 

「郷土料理からみる新潟」 

・令和 6年度特別講座 

①「みんなの健康スポーツ実践講座」 

②「ライフプラン実現のための金融リテラシー」を仮候補とし、次年度

に改めて検討。 

・令和 5年度特別講座 

①「新潟とイザベラ・バードの旅（新潟県内外編）」 

②「生成 AI×メタバース で広がる世界」と「日常生活の中の AI： 付き
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合い方講座」の 2 案を統合して 1案講座を再検討。 

 

4 報告事項 

(1) 令和 5 年度 夏休み親子特別講座及び前期講座（10 月開講分）について 

◎資料 1及び 2 に基づき、事務局から令和 5 年度実施の夏休み特別講座「親

子で学ぶプログラミング」及び 10 月開講前期講座「家族みんなのための栄

養学―実践的な工夫―」の実施概要について報告を行いました。 

 →質問や意見はありませんでした。 

 

(2) 令和 5 年度 後期講座について 

◎資料 3 に基づき、事務局から「経営学の理論と実践－ビジネスの思考枠組

みを学ぶ－」及び「まちとデザイン」の後期講座の概要について説明を行

いました。 

 また、講座コーディネーターを務める委員から補足説明いただきました。 

【主な質問・要望等】 

・定員が充足しない場合は実施しないのか。 

→原則として 10名以上の申込があった場合に実施するが、10 名に満た

ないもののそれに近い場合は検討する。 

・前期講座の 7割に出席しない場合は申し込みができないか。 

   →後期講座の申込にあたり、前期講座の出席率の要件はない。 

 

5 閉会 

 

傍 聴 者 0 名 

会議資料等 

・次第 

・資料 1   令和 5年度 にいがた市民大学夏休み親子特別講座チラシ「親

子で学ぶプログラミング」 

・資料 2   令和 5年度 にいがた市民大学前期講座プログラム「家族みん

なのための栄養学―実践的な工夫―」 

・資料 3   令和 5年度 にいがた市民大学後期講座プログラム(案) 

・資料 4－1 令和 6 年度 市民提案講座応募講座案一覧【非公開】 

・資料 4－2 令和 6 年度 市民提案講座 講座案事前評価 集計結果【非公開】 

・資料 5    令和 6年度 大学コンソーシアム連携講座(案) 

・資料 6   令和 6年度 にいがた市民大学開設講座体系(案) 

・資料 7   令和 6年度 にいがた市民大学前期講座プログラム(案)一覧 

・資料 8   令和 5年度 にいがた市民大学開設講座申込状況 

 


